
はじめてのドローン点検
施設別、おすすめドローンと運用に必要なもの



プラント施設や製造工場、電力やゴミ処理施設などの各種施設プラント設備の安定稼働のためには、日頃の点検が不可欠

です。しかし、その点検作業は作業者の負担となっているばかりではなく、時には危険な作業も伴います。そこで導入が進ん

でいるのが「ドローン点検」です。

現在、国内外のさまざまなメーカーから点検用ドローン機体や飛行アプリなどが提供されていますが、ドローン点検導入

検討時には、これらハードやアプリの情報に加え、点検対象施設や設備への適性、ユーザーのドローンに対する知識や操作

習熟度への考慮、ドローン導入後の資産管理や運用方法、万が一の事故への備えなど総合的な情報を元にした検討・判断

が必要となります。

本資料では、ドローン点検の導入を検討される方、既にドローンを所有しているものの使いこなせていない方、さらに高

度なドローン点検・分析を目指されている方に向け、点検対象施設ごとに最適なドローン機体の紹介や、ドローン導入検討

時に必要となる情報を幅広くご紹介しています。

煙突や鉄塔などの屋外での高所情報の取得、ボイラー内や屋内施設などGPSが届かない屋内狭小空間の状況把握、取

得データの画像解析・３Dモデル化など、本資料が皆様の点検現場の安全と効率化、点検業務のDX化にお役立ていただけ

ますと幸いです。

はじめに
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危険作業

狭くて入れない場所や危険な場所がある

あってはならない死亡事故・労働災害

高所作業中の落下事故、プラント内のガス・蒸気、酸素不足など。

日常の点検業務内に潜むリスクから、いかに点検員を守るか？

１．点検業務、４つの課題

１

© 2023 Blue innovation Co., Ltd. All rights reserved.  Confidential 4



目視検査による
膨大な作業コスト

年間数千万円、数億円の人件費

高コストな足場を組まないと

点検が出来ない施設がある

国内の石油・化学プラントの多くが稼働開始から30年以上が経過。

保守点検の需要が高まる一方で、 点検にかかる莫大な時間がネックとなり、

十数年に一度しか点検できない現場も。

現在行なわれている目視点検対象の例

・外面サビ／外面腐食
・ヒビ／クラック／部位破損/破壊
・塗装の剥がれ／浮き
・布、綱の摩耗現象／穿孔
・漏水／漏油／発火／発煙
・残数／残量／水位変化
・計器の数値（指針／表示）
・ランプ点灯／消灯
・その他異物／異常状態の発生
・変色／変形

１．点検業務、４つの課題

２
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労働力不足

少子高齢化の影響により

熟練者の人材確保不足

老朽化による点検需要の増加と、少子高齢化を受けた若手の経験不足、

ベテラン従業員の引退などの労働力不足によって、

必要な点検業務数をこなせない現場も。

１．点検業務、４つの課題

３
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イメージ図
点検作業の属人化

多人数による目視検査のため、

検査結果・評価にバラツキがある

人の巡回による目視点検では多くの人員と時間を要し、結果も属人化。

手書きのチェックリストでは、

点検状況のデータ化・蓄積、リアルタイムな共有ができない。

１．点検業務、４つの課題

4
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安全性の向上

作業員が危険な狭小空間に入る必要がなく、

安全な点検作業が可能。

1

２．ドローン点検、４つのメリット
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作業効率の向上

点検映像がリアルタイムに送られてくるため、

点検箇所の異常や欠損個所などをその場で把握でき、

これまでの日単位でなく時間単位での点検作業が可能。

また、点検に際して施設の運用中断期間の短縮も実現。

2

ドローンを使うと、作業効率は10倍以上

２．ドローン点検、４つのメリット
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コスト削減

3

タンクや煙突の内部、天井などの高所点検で

も足場組立やクレーンが必要なく、

低コストでの点検が可能。

ドローンを使うと、コストと人員は

1

10

２．ドローン点検、４つのメリット
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専用ソフトで読み込むことで、現状の設備を可視化。

施設や設備の故障・不具合の兆候を事前に捉え、

トラブルが発生する前に予兆が可能。

予兆保全

4

２．ドローン点検、４つのメリット
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３． 対象施設別、ドローンの選び方｜屋内、屋外、その他のおすすめドローン
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３．対象施設別、ドローンの選び方｜屋内、屋外、その他のおすすめドローン

ドローンには、飛行エリアや点検対象施設の得手・不得手があります。

「どのような点検を行うか？」に最適なドローンを選びましょう。

屋外を飛行するドローンは基本的にGPSを活用していますが、地下や屋内などの点検の場合、

GPSが入らない、目視飛行ができないなど、さまざまな制約があります。ここでは、点検対象

施設別のおすすめドローンと、その特徴をご紹介します。
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３．対象施設別、ドローンの選び方｜屋内、屋外、その他のおすすめドローン

｜タンク｜外壁｜煙突｜屋上・屋根｜ソーラーパネル

｜鉄塔・基地局｜など

屋外施設

GPS機能と高い耐風性能を有し、ホバリングしな

がら撮影できる機体を使用。点検内容に合わせ

た搭載センサー選択も重要。

選ぶなら、こういうドローン

｜タンク・煙突内部｜タービン室｜配管ラック・ダクト

｜狭小空間｜バーナーフロア｜３Ｄモデル化｜など

屋内施設 （暗所）

一般的なドローンは非GPS環境下の飛行不可。

高照度な照明を搭載している他、各種センサで自

動制御しつつ安定飛行が可能な機体を使用。

選ぶなら、こういうドローン

｜屋内施設｜橋梁｜土木・建設現場｜狭小空間

｜自動飛行｜3Dスキャン｜など

屋内施設 （明所）

非GPS環境下でも、明所であればドローン搭載

のカメラ映像を活用した自動飛行ができる。障害

物を自動認識・回避する機体を使用。

選ぶなら、こういうドローン

｜送電線｜配電線｜ケーブル｜など

送電線など

高い耐風性能とホバリング性能を有し、手動操縦

では困難な、送電線等のたわみにそった自動追

従飛行ができるセンサ搭載機体を使用。

選ぶなら、こういうドローン
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屋内や半屋内の施設の入り組んだ場所の点検対象を
撮影。また、プラント内部の3Dモデリングを作成し、
設備の状況把握も。

半屋内の入り組んだ場所 GPSの入らない屋内空間

高解像度（4K画質）の動画・写真を保存 点群データを取得・3Dモデル化

タンク内部 タービン室

配管ラック・ダクト 狭小空間・地下

煙突内部 ３Dモデル化

など

ELIOSシリーズ

QRコードを読み込み、またはクリックすると
Webサイトにて紹介動画や詳細情報がご覧いただけます。

３．対象施設別、ドローンの選び方｜屋内施設（暗所）

一般的なドローンは非GPS環境下の飛行不可。

高照度な照明を搭載している他、各種センサで自動制御しつつ安定飛行が可能な機体を使用します。
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非GPS環境下でも、明所であればドローン搭載のカメラ映像を活用した自動飛行ができます。

障害物を自動認識・回避する機体を使用します。

AIが全方位の障害物を認識・回避し、 「自律飛行」
で屋内でも安定した自動飛行が可能。熟練した操
縦士を必要としない運用が可能に。

など

QRコードを読み込み、またはクリックすると
Webサイトにて紹介動画や詳細情報がご覧いただけます。

３．対象施設別、ドローンの選び方｜屋内施設（明所）

屋内施設 橋梁

土木・建設現場 狭小空間

自動飛行 ３Dスキャン

従来のドローンよりも点検対象物に安全に近づ
いて撮影できる

非GPS環境下でも安定して飛行でき、屋内での
巡視点検に最適

建造物の裏側・構造まで含めた3Dスキャンを
生成

ドック無しでも遠隔操作が可能
Skydio 2＋
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煙突などの高所設備を遠方から撮影し、設備の異常
やメーターを確認。撮影映像はリアルタイムに共有
でき、遠隔指示も可能。

Matrice 300 RTK
煙突など高所設備を確認 カメラを下向きにすれば屋根の上の状況も把握

カメラのズームでメーターも読み取り可能 サーモカメラで見た目では分からない異常など
も検知

タンク 外壁

煙突 屋上・屋根

ソーラーパネル 鉄塔・基地局

など

QRコードを読み込み、またはクリックすると
Webサイトにて詳細情報がご覧いただけます。

GPS機能と高い耐風性能を有し、ホバリングしながら撮影できる機体を使用します。

点検内容に合わせた搭載センサ選択も重要です。

３．対象施設別、ドローンの選び方｜屋外施設
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高い耐風性能とホバリング性能を有し、手動操縦では困難な、

送電線等のたわみにそった自動追従飛行ができるセンサ搭載機体を使用します。

３．対象施設別、ドローンの選び方｜送電線など

独自開発のセンサーモジュールが送電線を自動検知
し、たわみに沿ってドローンが自動飛行。専用アプリ
で操作や確認も簡単。

Matrice 300 RTK

専用アプリで簡単操作

点検員の負担が少ない自動追従飛行

送電線など

高画質データをその場で確認・共有

独自開発の専用モジュール

QRコードを読み込み、またはクリックすると
Webサイトにて紹介動画や詳細情報がご覧いただけます。
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４．ドローンを使いこなすために｜知識と技術習得、チーム・組織づくり

ドローンの国家ライセンス または 民間ライセンスの取得をおすすめします。

ドローンやアプリは、あくまでもツールに過ぎません。ドローン点検業務を内製化する場合には、ドローン

の一般的な操縦技術はもちろん、点検に特化した撮影技術の習得、法規制（航空法など）や取得データの

処理・活用などさまざまな技術・知識が求められます。これらを習得するためには、ライセンスの取得が

最も確実な方法です。

また、ドローン点検を外注する場合でも、委託会社への依頼・指示、見積りの適性判断、社内への説明、取

得データの活用などで大いに役立ちます。

ここでは、一般的な民間ライセンスのカリキュラム例をご紹介します。
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時間 1日目 2日目 3日目

9:00
～

12:00

講習概要説明
講習の目的、ゴール説明

座学講習（対面もしくはオンライン）

・無人航空機概論
・法規制・ルール

機体の事前準備
備品確認｜機体組立｜アプリ説明
UI説明｜各種設定説明

実技講習（操縦｜基礎）
・周辺確認⇒上昇⇒前進⇒バック⇒着陸
・水平飛行操縦
・Return to Home
・高高度操縦 ・遠距離飛行操縦

実技講習（操縦｜応用）
・非GPS環境下での操縦訓練（再度）

実技講習（夜間・目視外飛行の体験）
・屋内にて夜間飛行と目視外飛行を体験し、
飛行時の安全知識を習得する

昼食 昼食 昼食

13:00
～

17:00

座学講習（対面もしくはオンライン）
・運用・電波と無線
・気象
・夜間・目視外飛行について

実技講習（操縦｜応用）
・非GNSS環境下での操縦訓練

実技テスト
・非GNSS環境下で安全な操縦
・目視外環境での手動操縦

安全運航管理者講習
・安全管理の考え方
・機体・操縦・運用体制の考え方
・リスクアセスメント

初心者の方を対象としたカリキュラムで、3日程度でドローンでの業務遂行に必要な操縦技術および知識が習得できます。

※以下は、JUIDAの操縦技能証明証および安全運航管理者証明証が取得できるコースのカリキュラム例。

※ JUIDA(一般社団法人 日本UAS産業振興協議会)は、27,000以上の個人・法人会員を擁する国内最大のドローンコンソーシアムです。
詳細はコチラ（https://uas-japan.org/）をご覧ください。

４．ドローンを使いこなすために｜ドローンの民間ライセンス カリキュラム例
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民間ライセンスの中には、ドローンによるプラント点検に特化した技能・知識が習得できるコースもあります。

※以下は、JUIDAの「プラントプラント点検専門操縦士」資格が取得できるコースのカリキュラム例。

４．ドローンを使いこなすために｜ドローンの民間ライセンス プラント点検特化カリキュラム例

総務省・厚生労働省・経済産業省による「石化プラント

点検のドローン活用に関するガイドライン」に準拠し

たカリキュラムで、業務としてプラント点検を遂行す

る人材を育成するための4日間の専門コースです。

JUIDA プラント点検スペシャリスト養成

プラント点検スペシャリスト養成コースの詳細はこちら（https://uas-japan.org/plant/）でご覧いただけます。

また、コースの募集要項もご用意していますので、ご希望の方は edu-sales@blue-i.co.jp までご連絡ください。

【座学】

・試験用プラントの煙突施設での屋内目視外飛行

・プラントドローン点検に係る法規制・ガイドライン・申請方法について

・プラントドローン点検で用いられる技術について

・運用上の留意点のまとめ

・現場で想定されるリスクと、それに対応するための安全管理の手法について

・石油化学プラントの点検にドローンを活用する意義や経緯、関係各省の
  取り組み等も含めた現状について

【実技】

・試験用プラントにあるパイプ施設で、プラントの屋内点検飛行に必要な
  狭小空間の操縦技能と近接撮影技能
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４．ドローンを使いこなすために｜民間ライセンスから国家ライセンスへの移行

登録講習機関 指定試験場民間ライセンス

７５時間の座学＋実技の受講が必要※ 身体検査、学科試験、実地試験を受験なし

2022年12月5日から施行された国家資格制度「無人航空機操縦者技能証明等」（https://www.mlit.go.jp/koku/license.html ）

は、無人航空機を飛行させるのに必要な技能（知識および能力）を有することを証明する資格です。

事前にJUIDAなどの民間ライセンスを取得しておくと、国家資格取得がスムーズになります。

実地試験は免除されるあり
２４時間の座学＋実技の受講で良い※

（カリキュラムの差分のみ受講）

※一等免許の場合

国家ライセンス取得
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１. 点検業務、４つの課題

２． ドローン点検、4つのメリット

３． 対象施設別、ドローンの選び方｜屋内、屋外、その他のおすすめドローン

４. ドローンを使いこなすために｜知識と技術習得、チーム・組織づくり

５． ドローンの資産・運用管理と、万が一の事故への備え

6. 導入事例紹介

7. ブルーイノベーションからのお知らせ
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5．ドローンの資産・運用管理と、万が一の事故への備え

飛行データや運用計画の管理はもちろん、資産としてのドローンや備品管理に加え、

リスクへの備えも必要です。

ドローンの活用シーン拡大に伴い、事故件数は年々増加傾向にあり、2021年

には139件の事故が報告（右表）されていますが、実際には軽微事故はこの

29倍、つまり４,000件を超える事故が発生していると予測されています。

また、ドローン事故によって第三者に被害を与える可能性も高まっています。

これを受け、2022年6月よりドローンの登録制度が開始されるとともに、ド

ローンの事故報告や飛行日誌の作成が義務化されました。

ここでは、これら法規制への対応や、万が一の事故に備えるため、機体データ

や飛行データの記録管理、機体保険、第三者への賠償保険など、ドローン運用

に不可欠なブルーイノベーションの周辺サービスをご紹介します。

無人航空機に係る事故等の一覧
（国土交通省に報告のあったもの｜航空局ホームページより）

１２

５５
６３

７９ ８３

７１

１３９

2015 2016 2017 2018 201９ 20２０ 20２１
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5．ドローンの資産・運用管理と、万が一の事故への備え

ドローン運用を効率的に管理する自社ツールや万が一への備えまで幅広くサポート

ドローン運用管理 ドローン機体向け補償 賠償補償
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ドローンのフライトログや映像・解析データ、バッテリー情報な

どをクラウドで自動管理。ドローン飛行に必要な情報をいつで

も・どこでも・簡単に管理・作成・出力できます。

5．ドローンの資産・運用管理と、万が一の事故への備え｜ドローン運用管理
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5．ドローンの資産・運用管理と、万が一の事故への備え｜ドローン機体向け補償

お持ちのドローンの突発的な事故（火災・盗難・物体の衝突など）によって損傷を受けた時の損害を補償する機体向けの保険です。
事業者（法人/個人事業主）・個人問わず加入可能、日本国内で販売されているすべてのメーカーのドローンが対象となります。

１．本保険の仕組み

を引受保険会社とする商品です。 保険内容や費用などの詳細については https://www.blue-i.co.jp/pilot-support/#support

をご覧いただくか、edu-sales@blue-i.co.jp までお問い合わせください。

保険の対象となるドローン：総重量200g以上150kg未満（燃料、薬剤、カメラ等の付属機器を全て搭載した
状態での重さをいます）で、保険金額が10万円以上1,000万円以下のドローン（人が乗って航空の用に供する
ことができない遠隔誘導式回転小型翼機をいい、手投げ式、カタパルト式、滑走式等の固定翼機は含みません）。

・ 機体の補償：不測かつ突発的な事故により、保険の対象について生じた損害を補償します。

2．保険の対象、基本となる補償

・ 賠償責任の補償：保険の対象の所有、使用または管理に起因して、被保険者が法律上の損害賠償責任を
 負担することによって被る損害を補償します。
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被保険者が、ドローンの所有、使用または管理に起因して発生した他人の身体の障害または財物の損壊について、被保険者が法律上の

賠償責任を負担することによって被る損害を補償します。年額5,000円で、支払限度額が１回の事故につき最大１億円です。

人権侵害補償 事故対応特別費用補償 第三者医療費用保険金 操縦訓練費用保険金

業務上の行為に起因するプラ
イバシーの侵害について、被保
険者が法律上の賠償責任を負
担することによって被る損害を
補償

事故によって 、被保険者がそ
の対処のために支出した費用
(文書作成費用、交通費、事故
現場の調査費用、記録費用・通
信費など)を補償

事故によって第三者に身体の
障害が発生し、その被害者に対
して、被保険者が医療費用およ
び葬祭費用を支払うことによっ
て被る損害を補償

被保険者が事故の再発防止を
目的として専門業者によって
行われる操縦訓練を受けたと
きは、その操縦訓練費用を10
万円を限度として補償

を引受保険会社とする商品です。 保険内容や費用などの詳細については https://www.blue-i.co.jp/pilot-

support/#compensation をご覧いただくか、edu-sales@blue-i.co.jp までお問い合わせください。

5．ドローンの資産・運用管理と、万が一の事故への備え｜賠償補償
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１. 点検業務、４つの課題

２． ドローン点検、4つのメリット

３． 対象施設別、ドローンの選び方｜屋内、屋外、その他のおすすめドローン

４. ドローンを使いこなすために｜知識と技術習得、チーム・組織づくり

５． ドローンの資産・運用管理と、万が一の事故への備え

６. ブルーイノベーションからのお知らせ

INDEX
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ドローン点検  導入までの流れ

ブルーイノベーションでは、点検対象施設のタイプや使用予定者様のご経験などにあわせ、
最適な機種や管理方法、実導入を見据えた研修カリキュラムや運用体制をご提案します。

弊社担当者より、お打ち合わせ（ヒアリング）のご連絡を差し上げます。

１
お問い合わせ・ご相談

最終ページ記載の「ご相談・お問い合わせ」までご連絡ください。

2
担当者よりご連絡

3
お打ち合わせ・ヒアリング

4
お見積り・研修日程ご提案

お打ち合わせ内容を元に、弊社担当者より最適なプランをご提案します。

ドローン導入検討のご状況や課題などについてお打ち合わせを行います。

５
講習ご受講後、導入へ

導入後も各種サポート・講習をご利用いただけます。
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ドローン事業 立ち上げ支援コンサルティングのご紹介

官公庁や大手企業のドローン活用・事業化を多く手掛けてきたブルーイノベーションが、長年の経験と

ノウハウ、自社技術をベースに開発したドローン特化型の事業活性化・立ち上げ支援コンサルティング

サービスです。 導入レベルや想定事業規模などに合わせた最適なドローン事業構築をご支援します。

・ドローンを活用した新規事業の検討

・既存事業へのドローン導入検証

・事業計画の策定

・運用チームの立ち上げ など

・人手不足のため業務を効率化、デジタル化したい

・既存事業でドローンを活用したい

・ドローン未経験の社内メンバーだけは事業立ち上げに不安がある

・コンサルティング企業に依頼しても、ドローンの知識や経験、技術面で不安がある

・成功事例を参考に、最適な労力とコストでドローン事業をはじめたい

■ご支援内容例 ■こんな方におすすめ
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■ドローン点検の導入に関するご相談・お問合せ

ブルーイノベーション株式会社

工場・プラント施設点検ソリューション担当

E-mail. inspection@blue-i.co.jp

TEL. 03-6801-8781 ／ FAX.03-6801-8782

Webサイトからは 「お問い合わせフォーム」をご利用ください
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Appendix
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製造業 鉄鋼 高炉、ボイラー、集塵ダクト、
天井クレーン、大口径配、
天井梁、その他大型設備

造船 カーゴホールド、バラストタンク

製紙 煙突外壁

化学 煙突、ボイラー、造粒塔

石油製品製造 フローティングオイルタンク

機械・プラント 煙突、ボイラー

機械 昇降設備内

通信業 通信 鉄塔

電気・ガス・
水道業

電力 煙突、ボイラー、地下洞道

建設業 建設 地下免震層

インフラ
メンテナンス

橋梁

運輸交通業 鉄道・軌道 橋梁

清掃・畜業 産業廃棄物処理 焼却設備

官公庁 官公庁 鉱山立坑

石油化学プラントや火力発電所、製造工場まで、国内外２５０ヶ所を超える施設のドローン点検実績を持つブルーイノベーション。ドローンの導入

から運用サポートまでをトータルサポートすることで、プラントや工場などの施設・設備点検作業のデジタルシフト化と安全で柔軟な点検体制、

低コストでの点検運用を実現します。

ブルーイノベーションの実績｜工場・プラント点検実績、 250ヶ所以上
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経済産業省、厚生労働省、消防庁と連携したプラント点検、通信

キャリア様と連携した基地局点検、林野庁、日本森林技術協会様

と連携した森林測量など、これまでブルーイノベーションは多種多

様な分野、数多くの企業様と連携し、パイロットの育成を行ってき

ました。

2020年～2023年の3年間で、企業や自治体などに対して行っ

た講習は１９０以上、受講者の延べ数は１，７００名以上。本資料で

ご紹介している講習の他、法規制や実業務に即したソリューショ

ン特化型カリキュラムをベースに、最適なカリキュラムとチームづ

くりのご提案も可能です。

1,７３５名以上

１９２社・会場以上

2020年～2023年で、ブルーイノベーションが企業や自治体

などに対して行った講習および受講者の延べ数

ブルーイノベーションの実績｜豊富な講習実績
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BEPの主な機能とデバイス・システム

ブルーイノベーションのソリューションはドロー

ンやロボットなどと接続・連携することで、任意

の作業を遠隔・自動で遂行することができる独

自のシステム基盤技術「Bleu Earth 

Platform」がベースになっています。

独自開発のデバイス・情報統合プラットフォーム 

Blue Earth Platform® ｜BEP

詳しくはこちら

https://www.blue-i.co.jp/technology/
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会社名 ブルーイノベーション株式会社

https://www.blue-i.co.jp/

所在地 本社：東京都文京区本郷5丁目33-10 いちご本郷ビル4F

Lab：東京都板橋区舟渡三丁目5番8号 板橋区立ものづくり研究開発連携センター

設  立 1999年6月10日

資本金 214百万円※

役  員 代表取締役社長 熊田 貴之

取締役 熊田 雅之

取締役 田中 健郎

取締役 井手 雄一郎

社員数 ６６名（役員を除く）※

事業内容 1999年6月設立。複数のドローン・ロボットを遠隔で制御し、統合管理するためのベース
プラットフォームであるBlue Earth Platform（BEP）を軸に、以下ソリューションを
開発・提供しています。

・点検ソリューション（プラント・工場・公共インフラなどのスマート点検、3Dモデル化など）
・教育ソリューション（法人の人材育成、パイロット管理システム提供など）
・物流ソリューション（ドローンポートシステム提供など）
・ネクストソリューション（監視、清掃システム提供など）

社外取締役監査等委員 古川 聖

社外取締役監査等委員 野島 威

社外取締役監査等委員 中川 雅博

※２０２３年９月末時点
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